
先
頃
文
部
省
よ
り
美
術
教
育
取
調
の
命
を
受
け
目
下
佛
國
に
滞
留
中
な
る

黒
田
消
輝
氏
の
消
息
左
の
如
し

（
前
略
）
學
校
の
為
の
取
調
は
少
し
づ
A

始
め
て
居
る
が
何
分
今
は
休
暇
中

で
充
分
な
事
は
出
来
な
い

▲
箱
聾
と
彫
刻
の
コ
ソ
ク
ー
ル

、
ド
、
ロ
ー
ム
が

滴
ん
で
其
成
績
を
見
た
ど
う
も
此
慮
の
美
術
學
校
風
の
数
育
は
い
か
に
も

型
に
入
れ
た
様
で
面
白
く
な
い

▲
博
覧
會
の
美
術
館
と
云
ふ
の
は
非
常
に
廣

大
な
も
の
で
佛
國
は
勿
論
ハ
ン
ガ
リ
ア
、
オ
、
ス
ト
リ
ア
、
伊
太
利
、
獨

逸
、
イ
ス
パ
ニ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
、
日
本
、
オ
ラ
ソ
ダ
、

〔ポ〕

ベ
ル
ジ
ッ
ク
、
ロ
シ
ア
、
ホ
ル
ト
ガ
ル
、
ノ
ル
ヴ
ェ
ー
、

ペ
ル
ー
、
ル
ー
メ
ニ

ア
、
ス
ヱ
ー
デ

ン
、
ス
キ
ス
、

な
ど
の
箱
聾
彫
刻
物
が
一
杯
で
二
度
三
度
で

は
と
て
も
見
盛
く
す
事
は
出
来
な
い
こ
れ
等
の
新
ら
し
い
製
作
品
の
外
に

〔
一
字
欠
落
〕

佛
國
の
百
年
以
来
の
諸
大
家
の
製
作
品
を
な
ら
べ
た

□な
ど
も
あ
る
宜
に

盛
ん
な
も
の
だ
こ
ん
な
に
方
々
の
國
の
美
術
品
を
―
つ
に
集
め
て
く
ら
ベ

て
見
る
と
ま
す
／
＼
日
本
の
品
物
の
つ
ま
ら
な
い
の
に
照
く
吾
々
は
中
々

ぽ
ん
や
り
し
て
居
る
繹
に
は
行
か
な
い
此
博
覧
會
が
済
ん
で
色
々
の
議
論

い
ろ
／
＼

家
が
日
本
へ
蹄
つ
た
時
に
は
靡
分
や
か
ま
し
い
種
々
な
理
窟
が
出
る
こ
と
だ

ら
う
が
先
づ
議
論
よ
り
仕
事
が
第
一
だ
ど
う
し
て
も
少
し
員
面
目
に
勉
強

し
な
い
と
だ
め
だ

▲
岡
田
和
田
い
づ
れ
も
逹
者
で
暮
ら
し
て
居
る
、
岡
田

は
今
迄
何
に
も
學
校
へ
送
ら
な
か
っ
た
が
三
年
分
を
愈
近
日
に
送
り
出
す
か

ら
其
積
り
で
居
て
呉
れ

▲
岡
田
和
田
等
は
今
迄
は
宿
屋
住
居
を
や
っ
て
居

た
が
此
十
日
頃
か
ら
は
―
つ
の
ア
ト
リ
ニ
を
借
り
て
新
た
な
生
活
方
を
や
る

こ
と
に
勧
め
て
置
い
た
こ
れ
は
他
日
の
在
巴
里
日
本
美
術
研
究
所
と
で
も

つ
も
り

云
ふ
様
な
我
美
術
學
校
の
出
張
所
の
下
ご
し
ら
へ
の
積
だ

黒
田
消
輝
氏
の
巴
里
だ
よ
り

▲
此
慮
の
市

中
を
ぶ
ら
付
く
と
學
校
の
参
考
品
に
買
つ
て
蹄
り
た
い
古
霊
な
ど
が
比
較
的

に
安
く
て
澤
山
あ
る
け
れ
ど
も
辿
て
も
力
が
及
ば
な
い
か
ら
手
に
入
れ
る
分

に
は
行
か
な
い
力
に
及
ぶ
丈
の
品
を
二
つ
三
つ
は
手
に
入
れ
た
が
参
考
品

と
云
ふ
も
の
が
二
つ
や
三
つ
位
あ
っ
て
も
餘
り
役
に
は
立
た
な
い
さ
う
し

て
貧
書
生
の
悲
し
さ
は
僅
二
つ
三
つ
の
書
を
買
っ
た
為
め
に
も
う
小
使
錢
に

不
自
由
を
感
ず
る
と
云
ふ
姿
だ
こ
ん
な
事
で
は
だ
め
だ

▲
此
度
の
巴
里

の
生
活
は
甚
だ
面
白
く
な
い
（
氣
持
の
上
か
ら
）
支
那
と
の
戦
争
後
は
欧

洲
で
日
本
人
を
見
て
も
支
那
人
と
い
ふ
奴
は
無
い
様
に
な
っ
た
と
聞
い
て
居

た
が
夫
れ
は
全
く
の
う
そ
だ
や
は
り
支
那
人
と
ぬ
か
す
奴
が
多
い
の
で
困

な
お
、
右
博
覧
会
に
関
し
て
日
本
政
府
が
作
成
し
た
報
告
書
は
明
治
三
十
五

年
三
月
に
『
千
九
百
年
巴
里
万
国
博
覧
会
臨
時
博
覧
会
事
務
局
報
告
』
と
題

し
て
農
商
務
省
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
美
術
の
部
の
編
集
は
専
ら
久
米
桂

一
郎
が
担
当
し
た
。

⑧
 

本
年
七
月
三
十
一
日
よ
り
一
週
間
富
山
市
で
関
西
教
育
大
会
が
開
か
れ
、
同

会
々
長
檜
垣
直
右
の
依
頼
に
よ
り
久
保
田
鼎
校
長
は
左
記
の
作
品
を
本
校
よ
り

出
品
し
た
。

日
本
画
科

（
卒
業
制
作
）
下
村
晴
三
郎
「
熊
野
御
前
花
見
」
、
天
草
友
雄

「
悉
達
太
子
」
、

高
橋
勇
「
秋
景
山
水
」
、
斎
藤
新
助

「
晋
文
公
受
塊
」
、
御
船
彦
次
郎
「
深

林
遊
猿
」
、
移
川
三
郎

「
秋
景
山
水
」

関
西
教
育
大
会
へ
の
出
品

る
云
々
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漆
工
科

（
卒
業
製
作
）
蒔
田
実
「
螺
細
秋
草
蒔
絵
紙
箱
」
、
沢
木
彦
門

「江
辺

に

千

〔
洗
粉
〕

鳥
蒔
絵
茶
箱
」
、
三
村
耕
三
「
松
風
蒔
絵
渫
豆
箱
」
、
前
川
佐

一

秋
草
蒔
絵
手
箱
」
、
藤
岡
金
吾
「
龍
田
川
蒔
絵
硯
箱
」

（
卒
業
制
作
）
山
下
英
夫
「
象
置
香
炉
」
、
石
田
英

鋭
「
仙
釜
瓶
」

鍛
金
科

彫
金
科

「
風
前
に

西
洋
画
科

（
平
常
成
績
油
画
）
窪
田
喜
作
「
夏
の
夕
」
、
矢
崎
千
代
治
「
夏
」
、
紫
崎
恒

信
「
秋
の
夕
」

彫
刻
科

（
卒
業
製
作
木
彫
）
長
愛
之
「
少
女
鶏
を
愛
す
」
、
船

井
登
久
太
郎
「
老

爺
」
、
前
島
交
吉
「
汐
干
狩
」

図
案
科

（
平
常
成
績
）
千
頭
庸
哉
外
四
人
「
蒔
絵
文
台
下
図
五
種
」
、
小
檜
山
右
近

外
四
人

「
笠
翁
式
書
棚
下
図
五
種
」
、
（
卒
業
製
作
）
吉
田
衡

「
建
築
図

案
」
、
松
長
長
三
郎
「
同
上
」
、
大
槻
才
吉
「
同
上
」

（
卒
業
製
作
）
山
本
正
三
郎

「
打
出
し
人
物
円
額
」
、
海
野
豊
三
郎

「
出
山

釈
迦
立
像
」
、
滝
本
友
太
郎
「
江
の
島
夜
景
額
図
」

「群
兎
置
物
」
、
曽
根

鋳
金
科

明
治
二
十
五
年
六
月
東
京
美
術
学
校
製
作

「
着
色
標
本
」
十
二
点
、
（
研

究
製
作
）
桜
岡
三
四
郎
「
聖
観
音
」
、
（
卒
業
製
作
）
津
田
信
夫
「
婦
人
愁

思
の
状

[
l

元
声
会

（
明
治
四
十
四
年
火
災
焼
残
り
書
類
「
畔
吃
昇
井
匡
L
'-＿五
私
立

m紐
豆
会
社
往
復

書
類
」
に
よ
る
）
。

な
お
、
右
引
用
書
類
に
は
作
品
の
寸
法
、
価
格
、
製
作
年
、
作
品
解
説
等
、

細
か
い
記
載
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

⑨

。
ハ
レ
ッ
ト
倶
楽
部

明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
二
日
付
『
二
六
新
報
』
に
次
の
記
事
が
載
っ
て
い

る。
0
パ
レ
ッ
ト
倶
楽
郡
東
京
美
術
學
校
西
洋
聾
科
在
學
生
拉
に
卒
業
生
及
び

同
校
西
洋
畳
闊
係
者
は
此
度
。ハ
レ
ッ
ト
（
調
色
板
の
意
）
倶
楽
部
な
る
も
の
を

組
織
し
技
藝
家
の
徳
義
及
び
品
行
上
の
制
裁
は
勿
論
技
術
の
錬
磨
を
旨
と
し

相
互
の
親
密
を
計
ら
ん
為
め
毎
月
一
回
づ

4
會
合
し
三
ヶ
月
毎
に
製
作
品
を

集
め
て
之
を
鑑
評
し
優
等
者
へ
は
金
員
を
贈
典
す
る
仕
組
に

て
去
る
土
曜
日

其
第
一
會
を
某
所
に
催
し
規
約
を
定
め
た
る
後
豫
て
調
製
し
置
き
た
る
美
麗

な
る
名
簿
へ
各
々
自
署
し
て
散
會
せ
り
と
誠
に
同
倶
楽
部
の
如
き
は
技
術

家
に
と
り
て
最
も
有
盆
な
る
も
の
な
る
べ
し

⑩
 

明
治
三
十
三
年
三
月
、
川
端
玉
章
門
下
だ
っ
た
若
手
画
家
た
ち
が
元
声
会
を

結
成
し
た
。
会
員
は
福
井
江
亭
、
島
崎
柳
嗚
、
渡
辺
香

涯

（
明
治
三
十
年
本
校

卒
）
、
結
城
素
明
（
同
）
、
大
森
敬
堂
（同
三
十
二
年
本
校
卒
）
、
平
福
百
穂
（
同
）
ら
少

数
で
あ

っ
た
が
の
ち
に
石
井
柏
亭
も
加
わ
り
、
本
年
三
月
の
第
一
回
展
以
降
大
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